























































































































































































































































































































































Ⅵ．お わ り に
今回，Moodleを活用し，授業にアクティブ・ラーニ
ングの様々な手法を取り入れて実践してきた。本研究
で得られたアクティブ・ラーニングに対する学生のレ
ポートから，ICTを活用したアクティブ・ラーニングは
学生が本体持っている思考力や学ぶ楽しさ，学ぶこと
の充実感を刺激し，引き出すきっかけをつくる手法の
ひとつとして有効であると考えられた。また，学生は
積極的にMoodleを活用して授業の復習や試験前の学
習に取り組んでおり，授業内容を補完するツールとし
て利用価値があることが示唆された。今後も学生の能
動的な学修を支援していくための授業方法の改善に取
り組んでいきたい。
最後に，本研究にご協力くださいました学生の皆様
に感謝申し上げます。なお，本論文は平成２９年度教
育改革ICT戦略大会において発表したものに加筆・修
正したものである。
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